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特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会

日本医師事務作業補助者協会の紹介

■概要

・2008年度診療報酬改定で「医師事務作業補助体制加算」創設。

・2011年６月 医師事務作業補助者の有志によって

「日本医師事務作業補助研究会」を設立。

⇒2022年4月1日 日本医師事務作業補助者協会 へ団体名変更

・会員数は個人会員1,408名、法人会員77施設（2022年3月31日現在）

・全国10都道府県に支部を設置し活動中。



特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会

日本医師事務作業補助者協会の紹介

■事業目的・内容

１）医師事務作業補助者の実務能力の向上

・全国学術集会（研究発表）、各地での地方会
（勉強会、情報交換会）を開催し研鑽を積むこと
により実務能力の向上を図る。

２）業務環境の改善

・全国実態調査等を行い、より実務者が活躍でき
る環境作りを図る。

３）医師事務作業補助領域の開発及び普及

・能力向上を図り医師事務作業補助業務のさらな
る開発を行うとともに、マネジメント層向け

セミナー等にて普及活動を行う。



特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会

医師事務作業補助者誕生の背景

■医師事務作業補助の業務は、平成12年（2000年）頃より

勤務医の負担軽減を図ることを目的に日本各地の病院で

自主的な「医師の事務作業の負担軽減」の取り組みとして始まった。

（アメリカやイギリスでは、その数十年前よりメディカルアシスタントや

メディカルセクレタリーが同様の業務を行っていた。）

■まずは医師が最も負担に感じていた「診断書等の代行作成」等の

事務作業補助業務が普及した。







特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会

「医師事務作業補助者」の誕生

（2007年 厚生労働省 医政局長通知）

→医師、医療関係職種及び事務職員等との役割分担を

推進することを明示

「医療の専門職種が専門性を必要とする業務に

専念することにより効率的な業務運営」を行う

（2008年診療報酬改定）
医師事務作業補助体制加算 新設

全国に急速に医師事務作業補助者の配置が拡大していった。



特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会

業務内容

➢診断書などの文書作成補助

診療に関するデータ整理｜院内がん登録等の統計・調査｜教育や研修・

カンファレンスのための準備作業 等

➢入院時の案内等の病棟における患者対応業務

及び行政上の業務

救急医療情報システムへの入力｜感染症サーベイランス事業に係る入力等

➢診療記録への代行入力

➢医療の質の向上に資する事務作業

厚生労働省 令和4年度診療報酬改定について
診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について
（通知）（令和4年3月4日）より抜粋



特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会

➢医師以外の職種の指示のもと行う業務

DPCのコーディングに係る業務を含む

➢窓口、受付業務

➢診療報酬の請求事務

➢医療機関の経営・運営のためのデータ収集業務

➢看護業務の補助

➢物品運搬業務

医師事務作業補助者が
実施できない業務

厚生労働省 令和4年度診療報酬改定について
診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について
（通知）（令和4年3月4日）より抜粋



特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会

医師の働き方改革のための
タスクシフトについて





働き方改革の意義 ～働き方改革実現会議(H29.3.28より)

・「働き方」は「暮らし方」そのものであり、働き方改革は、日本の企業

文化、日本人のライフスタイル、日本の働くということに対する考え方

そのものに手を付けていく改革

・長時間労働は、健康の確保だけでなく、仕事と家庭生活の両立を

困難にし、少子化の原因や、女性のキャリア形成を阻む原因、男性

の家庭参加を阻む原因。長時間労働を是正すれば、ワーク・ライフ・

バランスが改善し、女性や高齢者も仕事に就きやすくなり、労働

参加率の向上に結びつく。経営者は、どのように働いてもらうかに

関心を高め、単位時間当たりの労働生産性向上につながる



日本医師事務作業補助者協会主催 「令和4年度診療報酬改定セミナー（2022.6.17）厚労省 青木主査 資料」抜粋



日本医師事務作業補助者協会主催 「令和4年度診療報酬改定セミナー（2022.6.17）厚労省 青木主査 資料」抜粋



医師のタスクシフト／シェア

※厚生労働省 タスクシフト／シェア推進に関する検討会 議論の整理の公表について （令和２年１２月２３日）



医師のタスクシフト／シェア

※厚生労働省 タスクシフト／シェア推進に関する検討会 議論の整理の公表について （令和２年１２月２３日）

医政局長通知に明記





特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会

業務内容

➢診断書などの文書作成補助

診療に関するデータ整理｜院内がん登録等の統計・調査｜教育や研修・

カンファレンスのための準備作業 等

➢入院時の案内等の病棟における患者対応業務

及び行政上の業務

救急医療情報システムへの入力｜感染症サーベイランス事業に係る入力等

➢診療記録への代行入力

➢医療の質の向上に資する事務作業

厚生労働省 令和4年度診療報酬改定について
診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について
（通知）（令和4年3月4日）より抜粋



医師事務作業補助業務の事例

※厚生労働省 タスクシフト／シェア推進に関する検討会 議論の整理の公表について （令和２年１２月２３日）



注１「NCD」一般社団法人 National Clinical Databaseが実施する手術・治療・剖検情報（病理領域のみ）に関する情報の登録事業
注２「JND」一般社団法人日本脳神経外科学会が実施する手術症例登録事業
注３「JCVSD」日本心臓血管外科手術データベース機構が実施する日本心臓血管外科手術データベース
注４「SOAP」問題志向型症例記録 Subject 主観的情報。Object 客観的情報。Assessment 評価。Plan 治療計画。

(資料)NPO法人日本医師事務作業補助研究会調べ

2019年4月 3,135名回答

書類は書きたくない
臨床をやりたい

電子カルテではなく
患者に向き合いたい

待ち時間短縮
になる

医師事務作業補助者が行っている業務
（医師事務作業補助者の業務内容別従事者数割合）



タスクシフトが進まない理由は何だと感じますか？

令和4年8月 会員向けアンケート（回答 271人）



タスクシフトが進まない理由は何だと感じますか？

令和4年8月 会員向けアンケート（回答 271人）

・医師それぞれの考え方に対応しきれない

・提案しても採用されない。開院当時からの体制を重んじる傾向にあり、

新しいことに取り組むことに消極的な環境である。

・規模が大きすぎて全体として考えられているのかもしれないが

意識の共有は難しい

・縦割り組織を打破する推進役の不在

・タスク・シフトの移行の時間と労力を考えると必要があるのか？

と進まない。

・医師自身が医師事務の役割を知らない

・そもそも医師が望んでいない

意 識 改 革



タスクシフトが進まない理由は何だと感じますか？

・代行入力等に関しての規定が細かい

・ICTに対する理解不足

・ミスやトラブル発生時の責任の所在が曖昧になる為

・医師自身の責任感から手放せない業務がある

知識・技能の習得

余力の確保

・事務もその他の職種も人手不足

・作業場所がない、PCも足りない

・部門間の業務すみわけが難しい

・電子カルテの機能不足で、代行入力の承認が出来ない

令和4年8月 会員向けアンケート（回答 271人）



特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会

医師事務作業補助業務の事例 ～医療ＤＸへの貢献～

(富山県支部 活動報告より)

（web研修会の企画・運営） オンライン診療推進、
ＡＩやＲＰＡの活用 など



特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会 第11回全国学術集会 一般演題発表より情報まとめ

オンライン診療への医師事務作業補助者の関わり

■Covid-19感染拡大によりオンライン診療を検討・導入し始めた

・医師がオンライン診療の対象患者を決め、決まり次第に医師事務

作業補助者がアプリ入手や診療の流れについて患者に説明

・診療予約管理は医師事務作業補助者が行う

・患者と医師事務作業補助者が、サービスの操作に慣れるのに

時間がかかる



オンライン診療のメリット・注意点

・患者の待ち時間がなくなる

ネット環境とプライバシーが確保された場所であればどこでも受診できる

ネット環境やクレジットカードがなく、断られるケースがある

・対面に比べて診療時間が短くなる印象（医師の視点）

・アプリ導入等の患者説明、オンライン診療の予約管理、

次回診療方法の把握、問い合わせ対応等の業務が増える

✔保険証変更の有無

✔処方箋送付先の調剤薬局の確認

特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会 第11回全国学術集会 一般演題発表より情報まとめ



新型コロナウィルス対応に関係する業務

特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会 調べ

項 目 業 務 内 容 備 考

HER-SYS登録業務
検査科からCOVID-19検査のリストをもらい、陽性者のHER-
SYSの登録有無を確認し、発生届の記載がないときは医師に記
載依頼をする。

新型コロナワクチン接種に
関する支援

ワクチン接種の予約管理

職員／職員家族／入院患者／地域住民を対象としたワクチン集
団接種でのオーダー代行入力

コロナワクチン接種者の誘導（受付後、待機室や予診室、接種
室への案内）

予診票の漏れや間違いのチェック、アレルギー欄に記載がある場合
に分かりやすいように付箋紙を付ける

ロット番号を予診票と接種証明書にはる

接種後の待機時間をカードに記入



新型コロナウィルス対応に関係する業務

特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会 調べ

項 目 業 務 内 容 備 考

ＰＣＲや抗原検査の代行入力

診療録の代行入力

入院前・転院前の患者に、PCRや抗原精密検査
のオーダー代行入力
濃厚接触者職員の就業前検査オーダー入力、リ
スト作成

新型コロナ（疑い）外来患者の対応
外来医師が診察を別室で行う為、診察室の時間
調整

新型コロナ患者の対応

院内処方（ラゲブリオの代行オーダー、説明書・同
意書の準備、薬剤部、発熱外来への連絡等）

軽症の場合、発症日等の説明用紙の作成

外来患者のトリアージ 出入口にて感染防止対策としてトリアージを行う

外来患者の付加的対応

カルテに健康チェック(体温、体調など)、ワクチン接
種状況を確認し記載

外来時に医師
や看護師が少し
でも安心して診
療を行えるように

一般診療外来の密回避のために診察順になったら
患者の携帯に連絡して呼び出す



新型コロナウィルス対応に関係する業務

特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会 調べ

項 目 業 務 内 容 備 考

発熱外来の支援
発熱外来タブレットを用いた診療を行う場合、発熱
外来と医師との各種連絡調整

新型コロナ患者の受入調整

自治体（県）コロナ対策室からの入院・受診依
頼の問い合わせ窓口（医師連絡用のPHSによる
対応）。病棟の空きや、受け入れ医師を確認し、
医師や急病センター、病棟などに連絡する。

新型コロナ入院患者の臨床支援
検査オーダー入力、診療録記載、診断書作成

入院患者の統計データ入力

入院患者の症状詳記の代行作成

各患者の入院から退院までの治療内容（使用薬
剤、薬剤投与期間、酸素使用状況）、既往歴、
重症度、ワクチン接種歴などを簡潔にまとめる。入
院患者のクラスター発生時は、病棟ごとに陽性者
の情報を記載する。

自治体（市）
で開催される、
感染症診査協
議会で使用



新型コロナウィルス対応に関係する業務

特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会 調べ

項 目 業 務 内 容 備 考

外来閉鎖時の対応

患者の受診予約調整

休診のホームページ掲載依頼

院外薬局へFAX準備（どの薬局か・処方箋の期限、
を説明し「0410対応」と記載）

院内コロナ対策本部の業務
電話対応

クロノロの記載

院内クラスター時の業務
職員のPCR、抗原検査オーダー入力、リスト作成
（DAY 0-DAY7まで）



令和4年度診療報酬改定について



加算のメリットが優先され、
急な配置や増員が行われてきた

（という一面もある）













特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会

厚生労働省ＨＰ（いきサポ）掲載資料



特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会

厚生労働省ＨＰ（いきサポ）掲載資料























院内での業務改善や
マネジメントについて



特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会

✓どのような人を人選すればよいか？

✓所属部署は？

✓教育の仕組みは？

医師事務作業補助者のマネジメント

採用、人事評価、人材育成、能力開発、

配置、異動、昇進、昇格、報酬設定など

• 経営者の思いやビジョンといった

経営側の思考を意識的に取り込み、

その実現を目指して戦略的に運用される





※厚生労働省 いきサポ ホームページ



※厚生労働省 いきサポ ホームページ



※厚生労働省 いきサポ ホームページ



※厚生労働省 いきサポ ホームページ



※厚生労働省 いきサポ ホームページ





医師事務作業補助者の導入・発展・改善にあたって

★トップによるビジョンの発信

医師が診療に専念できる環境作りをする！

★目標の設定

医師事務作業補助者が医師の事務作業を担う

★現状把握

所属、人数、業務内容、業務フロー、

かかっている時間 等

★問題、課題の整理

ムリ・ムダ・ムラ、 ・・・

業務分掌やマニュアルの点検・管理

★解決・改善策の検討



医療における7つのムダ
（医師労働時間短縮計画作成のコンサルに入った方の話）

株式会社日本経営 兄井利昌氏「医師働き方改革における医師労働時間短縮セミナー」資料抜粋



医師事務として介入しようとしてもなかなか受け入れてもらえない状況。

（院長の理解が不足しているか・・？）

順調に介入するためには、医師の意識改革、指示系統はどのような形を

とりましたか？

導入についてのよくある質問

１）その部署のトップが院内経営層に入る、または院内でのある程度の肩書を
取得し、組織内で公式に階層の上に行く

２）他部署への貢献度を定量的に院内に広報する
・新規入院患者数
・救急受け入れ数、手術件数
・職員（特に医師）の満足度
・医師の業務効率、生産性

３）部署がまとまって理念、教育体制、組織体制をきちんと整え、一枚岩に
見せる



現場発信で改善していく場合

株式会社日本経営 兄井利昌氏「医師働き方改革における医師労働時間短縮セミナー」資料抜粋



特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会

配置効果
金沢脳神経外科病院の例



特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会

配置効果

外来補助業務開始

金沢脳神経外科病院の例

診療情報提供作成数（外来）



特定非営利活動法人 日本医師事務作業補助者協会

配置効果

医師事務作業補助者の介入前後における
医師の指導料・管理料のオーダー漏れの比較

金沢脳神経外科病院の例
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配置効果
金沢脳神経外科病院の例
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配置効果

・既往歴聴取や入院説明を担うことで、外来看護師の
病棟配置・外来看護師数の削減ができた。
（看護師業務へ専念）

・患者との連絡・調整を担うことで、患者情報取得の
迅速化と患者目線での調整配慮が可能になった。
（速やかな情報入手、患者中心の情報連携）

・手術の急なキャンセル・延期が発生しても、速やかに
別の患者を移動させて穴を埋めることができ、
年間手術件数が増加した。
（効率化）

H29 H30 H31
【効果】医療従事者の適正配置、診療の効率化

件数増加

金沢脳神経外科病院の例





キャリアパスがないと・・・

（ 平成21年） 1名導入

（～平成23年） 診断書や紹介状などの書類をひとりでこなせない

（3名まで増員）

（～平成27年） 外来業務（診療補助、代行入力、手術予定管理）を

行うために増員 （14名まで増員）

⇒増員と同時に問題発生

・業務内容にバラつき

・不公平感、不満感

・負担感（リーダー、管理職）

⇒（平成28年）大量離職

⇒キャリアパス作成の必要性を痛感

K病院での事例



キャリアパス作成の効果

①スタッフが職務遂行するにあたり目指すもの（将来像）と
組織にとっての人材育成目標（人材像）の明確化。

②目指すものが明確化したことにより、モチベーションが
アップした。

③リーダーを複数配置し、リーダー会議を行うことにより
組織作りや組織力向上に参画できる人材が増えた。

これにより、協調性が養われ、
多様性を認め合い、
部署（チーム）全体で目標達成に
取り組むことができるようになった。

K病院での事例



※厚生労働省 いきサポ ホームページ



※厚生労働省 いきサポ ホームページ



※厚生労働省 いきサポ ホームページ
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理念実現に向けた成長

組織力の底上げと全体的な業績アップ

職員のパフォーマンスの最大化

職員のモチベーションアップと個人業績の向上

平均勤続年数の向上

柔軟性の高い病院に成長できる

自立型組織人を育成できる

変化に対応できる組織にできる
・医師の働き方改革 ・災害
・地域医療構想 ・コロナ禍
・医師偏在の解消 ・ＡＩ、ＤＸの普及 等

医師事務作業補助者の人材マネジメント



自立型組織人とは、上司や管理者からの指示を待つこと

なく、 自分で(権限の範囲内で）判断し行動できる職員のこと

ビジョンを正しく理解し、動機付けをされた職員は、

適材適所に配置されることによってその能力を存分に

発揮することが可能となり、その成功体験が様々な課題に

対する最適解を導き出すための知識と自信として蓄積されていく

自立型組織人を育成する重要性
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〇良好な人間関係

〇やりがい

〇価値観の共有・認め合い

・心理的安全性の確保

・仕事のやりがいを感じる部分の違い

・人生、生活の価値観の違い

・お互いの違いを受け入れ、多様性のある働き方を理解する

医師事務作業補助者が定着して活躍するには
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〇待遇、勤務環境

・「専門性の高い仕事なのに給料が安い」（手当の検討）

・充実した研修支援体制

院内研修、院外研修参加サポート（参加費、旅費）

・部署内の業務量や難易度の違いによる不平不満の解消

（キャリアパスの作成）

医師事務作業補助者が定着して活躍するには

属人化を防ぐために平準化は必要、
一方で自立型人材が活躍できる環境も必要

⇒バランスが大事
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アフターコロナ

医師の働き方改革

超少子高齢化

変化に対応し、「持続可能な医療提供体制の構築」に

貢献できる職員に育てる職場環境を作ること

医師事務作業補助者の力を活かし
タスクシフティングを推進するために

医師事務作業補助者それぞれが持つ力を、

それぞれの医療機関で活かしていく環境作りの鍵は

みんなで【キャリアパスを作成して運用】していくこと
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来年の全国学術集会は、

2023年10月28日（土）
大阪市にてハイブリッド方式で開催いたします。

第12回学術集会会長
中村アツ子（大阪労災病院）


